
2021年度 第 12回関私教協幹事校会議事録 

 

１．日時 2022 年 3 月 28 日（月）17：00～18：05 
２．形態 Zoom 会議 
３．出席者 
【幹事】眞田 克典（東京理科大学・事務局長）、鈴木 麻里子（流通経済大学・事務局次長）、 

齋藤 史夫（東京家政学院大学・事務局次長）、大島 真夫（東京理科大学）、齋藤 智志、 
渡辺 恵（杏林大学）、山本 智子（国立音楽大学）、鈴木 隆弘（高千穂大学）、戸川 点 
（拓殖大学）、下田 好行（東洋大学）、長嶺 宏作（帝京科学大学）、瀬川 大（日本女子体

育大学）、吉田 真理子（洗足学園音楽大学）、片岡 祥二（共栄大学）、佐々木 竜太（清和

大学短期大学部） 
【事務担当】常盤 朋子（東京理科大学） 
【オブザーバー】西村 志乃（洗足学園音楽大学）、田村 真広（日本社会事業大学）、高木 雅史（中

央大学）、後藤 正矢（多摩美術大学）、伊東 毅、谷川 美の理（武蔵野美術大学）、河村 久、

田中 直樹（聖徳大学）、山﨑 真之（東京国際大学）、新田 司（千葉敬愛短期大学） 
 
４．協議 
〔報告事項〕 
（１）研究部の活動について 

◯部会の活動について 
・第１部会：3 月 12 日（土）午後に第 3 回の部会をオンラインで開催し、17 大学 20 名の参 

加があった。第 1 部では、「教育実習関連指導におけるメディア授業の活用」をテーマ 
に、星槎大学の手島 純 氏ならびに坂田 映子氏にご講演いただいた。第 2 部では、今回 
実施したアンケートの結果を基に、協議や意見交換を行った。 

・第 2 部会：3 月 23 日（火）にオンラインで第 5 回の部会を開催し、「教職センター」に関

するアンケートの質問項目を確認した。2022 年度幹事校会において、改めて審議いただ

く予定である。 
・第 3 部会：3 月 11 日（金）17 時より第 3 回の部会を開催した。新教職カリキュラム（再

課程認定申請以降の現状と課題）について、各大学より報告いただき協議を行った。 
・第 4 部会：3 月 5 日（土）15 時から第 4 回の部会をオンラインで開催した。コロナ禍にお

ける各大学、短大の教育実習を中心とした取組状況について意見交換を行った。 
・第 5 部会： 3 月 12 日（日）に第 4 回の部会をオンラインで開催し、10 名の参加者があっ

た。教員の不祥事を未然に防ぐために教員養成段階でどのような指導ができるかをテー

マに、千葉県教育庁教職員課管理室の工藤様から講話いただき、部会員同志で情報交換

を行った。 
   ・第 6 部会：「ハラスメント対応のためのガイドライン・規定の状況について」の報告書が 3

月 1 日付で完成し、会員校へ各 2 部ずつ送付した。作成費用については、部会活動費か



ら支出し、不足分については研究部会補助費より補填いただいた。 
・第 7 部会： 3 月 24 日(木)にオンラインで第 5 回の部会を開催し、11 名の参加があった。 
  工学院大学の尾高進先生から「技術科の課題と歴史について」ご報告をいただいた。 

   ・第 8 部会：今年度の活動は終了し、来年度に自己点検評価を作成する段階において、議論

していく予定である。 
      

◯地域の活動について 
 ・神奈川・山梨地域部会：2 月 26 日（土）にオンラインで協議会を開催した。20 大学 55 名

の参加があり、教職課程自己点検評価に向けて田園調布学園大学、帝京科学大学、東京

工芸大学の 3 校より事例報告をしていただいた。 
  

（２）『会報』第 91 号の編集について 
   吉田広報部副部長から、校正作業がスケジュールどおり順調に進んでいるとの報告があった。 
 
（３）全私教協第 4 回理事会報告について 
   眞田事務局長から、3 月 24 日（土）にオンラインで開催された理事会の報告があった。 
  ・2022 年度の定時社員総会は文書審議になったこと。 
  ・5 月 28 日（土）に開催する第 41 回研究大会におけるシンポジウムの司会者を関東地区から

選出願いたいこと。分科会については 2 分科会を同時実施とすること。 
   
〔審議事項〕 
（１）2022 年度幹事校・世話人の体制について 
  眞田事務局長から、次期の事務局次長校について中央大学へ依頼したいことの提案があり、

承認した。 
 

（２）2022 年度定期総会・合同研究大会、研究部総会・第 1 回研究部会への準備について 
   眞田事務局長及び佐々木研究部長から以下の提案があり、承認した。 
  ①合同研究大会の趣旨およびスケジュールについて 
   佐々木研究部長から、資料 2-1 に基づき、合同研究大会の趣旨およびスケジュールについて

説明があった。司会は次期研究部長の山本幹事に依頼し、質疑応答は山本幹事と次期研究部

副部長の安藤幹事に担当いただくことの説明があった。 
  ②定期総会の分担について 

眞田事務局長から、資料 2-2 に基づき、2022 年度定期総会の分担について説明があった。 
 

（３）全私教協 令和 4 年度定時社員総会・第 41 回研究大会への準備について 
   眞田事務局長から、資料 3 に基づき、第 41 回研究大会の説明があり、これを承認した。 
 



（４）未加入校への呼びかけについて 
   眞田事務局長から、資料 4 に基づき、6 大学へ入会の働きかけをしたい旨の提案があり、こ

れを承認した。 
    
（５）2022 年度幹事校会の日程案について 
   眞田事務局長から、資料 5 に基づき、2022 年度幹事校会の開催日程案および 2022 年 12 月

の研究懇話会の日程について提案があり、これを承認した。 
 
 

６．配付資料 
資料１：2022 年度 関私教協役員大学担当表（案） 
資料 2-1：2022 年度合同研究大会趣旨およびスケジュール 
資料 2-2：2022 年度定期総会へ向けて 
資料 2-3：2022 年度定期総会、合同研究大会、研究部総会、第 1 回研究部会開催について 
資料３：全私教協 第 41 回研究大会・令和 4 年度定時社員総会の開催について 
資料４：未加入校一覧 
資料５：2022 年度幹事校会開催日程案 

 
 以 上 


